
 アプリケーションノート 

R02AN0033JJ0100  Rev.1.00  Page 1 of 26 

2016.09.01  

RL78/F13、F14 

RL78/F13、F14クロック関連 

要旨 

本資料は、RL78/F13、F14のクロック発生回路に関する資料です。クロックの構成、設定手順、留意点等

について説明します。 

対象デバイス 

RL78/F14、RL78/F13 (CAN&LIN搭載版)、RL78/F13 (LIN搭載版) 

 

R02AN0033JJ0100 

Rev.1.00 

2016.09.01 



RL78/F13、F14クロック関連 RL78/F13、F14クロック関連 

R02AN0033JJ0100  Rev.1.00  Page 2 of 26 

2016.09.01  

目次 

1. ハードウェア説明 .............................................................................................................. 3 

1.1 CPUクロック源の遷移 ................................................................................................................. 4 

2. 各クロック回路の設定手順 ................................................................................................ 6 

2.1 X1発振回路 ................................................................................................................................... 6 

2.1.1 X1発振回路の発振開始処理 ................................................................................................... 6 

2.1.2 X1発振回路の発振停止処理 ................................................................................................... 7 

2.1.3 CPUクロック切り替え手順 (切り替え前：fMX) ..................................................................... 8 

2.1.4 X1クロック回路の注意事項 ................................................................................................... 9 

2.2 高速オンチップ・オシレータ ..................................................................................................... 10 

2.2.1 高速オンチップ・オシレータの発振開始処理 ...................................................................... 10 

2.2.2 高速オンチップ・オシレータの発振停止処理 ...................................................................... 11 

2.2.3 CPUクロック切り替え手順(切り替え前：fIH) ...................................................................... 12 

2.2.4 高速オンチップ・オシレータの注意事項 ............................................................................. 13 

2.3 低速オンチップ・オシレータ ..................................................................................................... 14 

2.3.1 低速オンチップ・オシレータの発振開始処理 ...................................................................... 14 

2.3.2 低速オンチップ・オシレータの発振停止処理 ...................................................................... 14 

2.3.3 CPUクロック切り替え手順 (切り替え前：fIL) ..................................................................... 15 

2.3.4 低速オンチップ・オシレータの注意事項 ............................................................................. 16 

2.4 XT1発振回路 .............................................................................................................................. 17 

2.4.1 XT1発振回路の発振開始処理 ............................................................................................... 17 

2.4.2 XT1発振回路の発振停止処理 ............................................................................................... 17 

2.4.3 CPUクロック切り替え手順 (切り替え前：fSUB) .................................................................. 18 

2.4.4 XT1クロック回路の注意事項 ............................................................................................... 19 

2.5 PLL回路 ...................................................................................................................................... 20 

2.5.1 PLL回路の発振開始処理 ...................................................................................................... 20 

2.5.2 PLL回路の発振停止処理 ...................................................................................................... 20 

2.5.3 CPUクロック切り替え手順 (fPLL) ........................................................................................ 21 

2.5.4 PLLクロックの注意事項 ...................................................................................................... 23 

2.6 WDT専用低速オンチップ・オシレータ ..................................................................................... 24 

3. クロック設定における注意事項 ....................................................................................... 25 
 



RL78/F13、F14クロック関連 RL78/F13、F14クロック関連 

R02AN0033JJ0100  Rev.1.00  Page 3 of 26 

2016.09.01  

1. ハードウェア説明 

RL78/F13、F14は以下のクロック発生回路を持ちます。表 1-1、表 1-2に各クロックの概要を示します。 

・X1発振回路 

・高速オンチップ・オシレータ(高速 OCO) 

・PLL回路 

・XT1発振回路 

・低速オンチップ・オシレータ(低速 OCO) 

・WDT専用低速オンチップ・オシレータ(WDT専用低速 OCO) 

【注】1.  20、30、32ピン製品には XT1発振回路はありません。 

【注】2.  Yグレード製品では、XT1発振回路(サブシステム・クロック)を使用しないでください。 

 

表 1-1 RL78/F13、F14 搭載クロックの概要(1) 

 高速OCOクロック X1クロック XT1クロック PLLクロック 

リセット解除時 発振 停止 停止 停止 

クロック周波数 ・Lグレード 

1/4/8/12/16/24/32/48/64 

[MHz]から選択 

・Kグレード、Yグレード 

1/4/8/12/16/24/32/48 

[MHz]から選択 

1~20 [MHz] ・Lグレード、Kグレード 

32.768 [kHz] 

・Yグレード 

使用禁止 

・Lグレード 

24/32/48/64 [MHz]から

選択 

・Kグレード、Yグレード 

24/32/48 [MHz]から選

択 

CPU/周辺ハード

ウェア・クロック 

最大周波数 

・Lグレード 

32 [MHz] 

・Kグレード、Yグレード 

 24 [MHz] 

20 [MHz] 35.0 [kHz] ・Lグレード 

32 [MHz] 

・Kグレード、Yグレード 

 24 [MHz] 

クロックの用途 ・CPUクロック 

・周辺ハードウェア・ 

クロック 

・CPUクロック 

・周辺ハードウェア・ 

クロック 

・CPUクロック 

・周辺ハードウェア・ 

クロック 

・CPUクロック 

・周辺ハードウェア・ 

クロック 

発振開始条件 ・リセット解除時 

・CSC.HIOSTOP=0 

・STOPモード解除 

・CSC.MSTOP=0 

・STOPモード解除 

・CSC.XTSTOP=0 ・PLLCTL.PLLON=1 

発振停止条件 ・STOP命令の実行 

・CSC.HIOSTOP=1 

・STOP命令の実行 

・CSC.MSTOP=1 

・CSC.XTSTOP=1 ・PLLCTL.PLLON=0 

クロック有効判定 － ・OSTCレジスタで発振 

安定待ち 

・ソフトウェアで発振 

安定待ち 

・PLLSTS.LOCK=1 

 

表 1-2 RL78/F13、F14 搭載クロックの概要(2) 

 低速OCOクロック WDT専用低速OCOクロック 

リセット解除時 停止 ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)の 

WDTONビットで発振/停止を選択 

クロックの周波数 15 [kHz] 15 [kHz] 

CPU/周辺ハード

ウェア・クロック 

最大周波数 

15 [kHz] CPU/周辺ハードウェア・クロック源にならない。 

クロックの用途 ・CPUクロック 

・周辺ハードウェア・クロック 

・クロック・モニタ動作クロック 

・WDTクロック 

発振開始条件 ・OSMC.WUTMMCK0=1または 

CKSEL.SELLOSC=1 

・ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)のWDTONビットを“1” 

・ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)のWDTONビットが“1” 

かつWDSTBYONビットが“0”で、HALT/STOP/SNOOZE 

モード解除 

発振停止条件 ・OSMC.WUTMMCK0=0かつ 

CKSEL.SELLOSC=0 

・ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)のWDTONビットを“0” 

・ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)のWDTONビットが“1” 

かつWDSTBYONビットが“0”で、HALT/STOP/SNOOZEモードに移行

時 

クロック有効判定 － － 
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1.1 CPUクロック源の遷移 

図 1-1および図 1-2に CPU/周辺ハードウェア・クロック周波数(fCLK)の状態遷移図、ブロック図を示します。

また、表 1-3に CPUクロック周波数(fCLK)の状態遷移表を示します。 

リセット解除

高速オンチップ・オシレータ動作

X1クロック動作

PLLクロック動作
（高速オンチップ・オシレータ）

HALTモード

SNOOZEモード

PLLクロック動作
（X1クロック）

低速オンチップ・オシレータ動作

XT1クロック動作

STOPモード
(SNOOZE使用時)

STOPモード
(SNOOZE未使用時)  

図 1-1 CPUクロックの状態遷移 

 

X1発振回路

高速オンチップ・

オシレータ

XT1発振回路

低速オンチップ・

オシレータ

メイン・システム・
クロックのソース

選択回路

セレクタ

分周器 CPUクロック

および
周辺ハードウェア
クロックのソース

選択回路

MCS MCM0 PLLCTL PLLSTS MDIV CLS CSS

SELLOSC

fMX

fIH

fSUB

fIL

fSL

fMAIN fMP

fCLK

fMX：    高速システム・クロック周波数(fX, fEX)

fX：       X1クロック発振周波数

ｆEX：     外部メイン・システム・クロック周波数

fIH：      高速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

ｆSUB：    サブシステム・クロック周波数(fXT, fEXT)

fXT：      XT1クロック周波数

fEXT：    外部サブシステム・クロック周波数

fIL：      低速オンチップ・オシレータ・クロック周波数

fMAIN： メイン・システム・クロック周波数

fMP：    メイン/PLL選択クロック周波数

ｆCLK：    CPU/周辺ハードウェア・クロック周波数

PLL回路

MCM0,MCS,CSS,CLS： CKCレジスタのビット

SELLOSC： CKSELレジスタのビット

MDIV,PLLCTL,PLLSTS： 各レジスタ

 

図 1-2 CPUクロックのブロック図 
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表 1-3 CPUクロック (fCLK) の状態遷移表 

 
遷移先状態 

fIH fMX fPLL(fIH) fPLL(fMX) fSUB
(注 1) fIL 

遷移元 

fCLK 

fIH  〇 (図 2-4) 〇 (図 2-10) × 〇 (図 2.4) 〇 (図 2.4) 

fMX 〇 (図 2-2)  × 〇 (図 2-10) 〇 (図 2-2) 〇 (図 2-2) 

fPLL(fIH) 〇 (図 2-11) ×  × × × 

fPLL(fMX) × 〇 (図 2-12) ×  × × 

fSUB
(注 2) 〇 (図 2-8) 〇 (図 2-8) × ×  × 

fIL 〇 (図 2-6) 〇 (図 2-6) × × ×  

【〇：遷移可能、×：遷移不可】 

 

fCLK：  CPU/周辺ハードウェア・クロック 

fIH：  高速オンチップ・オシレータ・クロック 

fMX：  X1クロック 

fPLL(fIH)： PLLクロック(クロック源：高速オンチップ・オシレータ) 

fPLL(fMX)： PLLクロック(クロック源：X1クロック) 

fSUB：  XT1クロック 

fIL：  低速オンチップ・オシレータ・クロック 

【注】1.  20、30、32ピン製品には XT1クロックの機能はありません。 
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2. 各クロック回路の設定手順 

 本章では、RL78/F13、F14が持つ各クロック発生回路のシステム概要、およびクロックを使用する際の設

定手順を示します。 

 

2.1 X1発振回路 

 X1発振回路は、X1、X2端子に接続した発振回路、または EXCLK端子に入力する外部クロック回路から

内部クロック(fX、fEX)を生成する回路を指します。X1発振回路が生成するクロックを CPUクロック源として

使用することができます。X1発振回路が生成するクロックを fMAINに選択した場合、X1クロックの発振状態

をクロック・モニタで監視することができます。図 2-1に X1発振回路のブロック図を示します。 

X1, X2発振子

EXCLK

ｆX

ｆEX

MSTOP STOPモード信号

AMPH EXCLK OSCSEL

X1発振安定時間カウンタ

OSTC

スタンバイ制御回路
X1

X2/EXCLK

OSTS2 OSTS1 OSTS0

X1発振回路

MSTOP： CSCレジスタのビット

AMPH, EXCLK, OSCSEL： CMCレジスタのビット

OSTS2～OSTS0： OSTSレジスタのビット

fX：    X1クロック発振周波数

fEX：  外部メイン・システム・クロック周波数

ｆMX： 高速システム・クロック周波数

ｆMX

 

図 2-1 X1発振回路のブロック図 

 

2.1.1 X1発振回路の発振開始処理 

リセット解除後、X1、X2端子を割り当てている P121、P122端子は、入力ポートとなり X1発振回路は動

作を停止しています。X1発振回路の動作を開始するには、以下の手順でクロック関連レジスタを設定してく

ださい。 

(1) CMCレジスタの EXCLK、OSCSEL、AMPHビットを設定する。(注 1) 

  CMC.[EXCLK:OSCSEL] = 01b (X1発振モード) または 11b (外部クロック入力モード) 

(2) OSTSレジスタで発振安定時間を設定する。(注 2) 

(3) CSCレジスタの MSTOPビットに“0”を書き込み、X1発振回路の動作を有効にする。 

(4) OSTCレジスタをモニタし、発振安定時間の経過を確認する。 

【注】1. CMCレジスタはリセット解除後、1回だけ書き込み可能です。 

【注】2. 発振安定時間は、使用される発振子により異なります。発振安定時間は発振子メーカ様に確認し、

お客様のシステムにて十分な評価を行ってください。外部クロック入力モード選択時、発振安定処

理は不要です。ただし、入力するクロックは電気的特性に記載している範囲でご使用ください。 

 

CPUクロックに fMXを選択する場合の手順は、2.2章～2.5章を参照ください。 
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2.1.2 X1発振回路の発振停止処理 

 X1発振回路の発振を停止するには、以下の手順でクロック関連レジスタを設定してください。 

  (1) CPUクロックに fMXをカウント源としないクロックを設定する。 

 (2) CSCレジスタの MSTOPビットに“1”を書き込み、X1発振回路の動作を停止する。 
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2.1.3 CPUクロック切り替え手順 (切り替え前：fMX) 

 CPUクロック切り替え手順 (切り替え前：X1クロック)を図 2-2に示します。 

③CKSELレジスタ

X1クロック動作
の設定手順

XT1クロック動作
の設定手順

低速オンチップ・オシレータ
動作の設定手順

高速オンチップ・オシレータ
動作の設定手順

④OSTSレジスタ

⑥CSCレジスタ

⑦発振安定待ち処理

⑨CKCレジスタ
(クロック切り替え)

⑩CKCレジスタ
(切り替え確認)

②OSMCレジスタ

①CMCレジスタ ↓ ↓

・[EXCLKS, OSCSELS]
 = 01b (XT1発振モード)
 = 11b (外部クロック入力)
・[AMPHS1, AMPHS0] = xxb

↓

・RTCLPC = x ↓

・SELLOSC = 1
(低速オンチップ・オシレータ
動作開始)

↓

↓

↓

↓

↓
・プログラムで発振安定待ち
　時間を確保してください。

↓

・XTSTOP = 0
  (XT1発振回路の動作開始)

・CSS = 1
  (fCLK = fSLを選択)

・CLS = 1 を確認

↓

↓

↓

↓

↓

・HIOSTOP = 0
(高速オンチップ・オシレータ
動作開始)

・プログラムで発振安定待ち
　時間を確保してください。

・MCM0 = 0
  (fMAIN = fIHを選択)

・MCS = 0 を確認

↓

↓

ｆCLK=ｆMX

（X1クロック）
選択完了

ｆCLK=ｆSUB

（XT1クロック）
選択完了

ｆCLK=ｆIH
（高速オンチップ・オシレータ）

選択完了

X1クロック動作

・CSS = 1
  (fCLK = fSLを選択)

・CLS = 1 を確認

ｆCLK=ｆIL
（低速オンチップ・オシレータ）

選択完了

↓

⑤HOCODIVレジスタ ↓↓↓・HOCODIV[2:0] = xxxb

⑧MDIVレジスタ ↓↓・MDIV[2:0] = xxxb・MDIV[2:0] = xxxb

・SELLOSC = 0

↓: 設定不要

 

図 2-2  CPUクロック切り替え手順(切り替え前：X1クロック) 
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2.1.4 X1クロック回路の注意事項 

・X1発振回路を使用しない場合は、CMCレジスタの EXCLK、OSCSELビットをともに“0”(入力ポート・

モード)にしてください。 

・X1クロック発振周波数が 10MHzを超える場合、CMCレジスタの AMPHビットを“1”に設定してくださ

い。X1クロックが 1～10MHzの場合、AMPHビットを“1”にすると発振余裕度が向上します。 

・OSTSレジスタの OSTS2～OSTS0ビットは、X1クロック発振開始前に OSTCレジスタで確認するカウンタ

値以上の時間を設定してください。 

・MDIVレジスタを設定する際は、fMP分周後の周波数を 1MHz～32MHz(K、Yグレード製品では 1MHz～

24MHz)にしてください。 

・X1発振回路に発振子を使用する場合、発振回路の定数や発振安定時間は使用される発振子により異なりま

す。これらの情報は使用される発振子メーカ様に確認し、お客様のシステムにて十分な評価を行ってくだ

さい。 
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2.2 高速オンチップ・オシレータ 

リセット解除後、高速オンチップ・オシレータが CPUクロック源になります。リセット解除後の高速オン

チップ・オシレータの周波数は、マイコンに内蔵している 1/4/8/12/16/24/32/48/64[MHz]のクロック源の中から

1つをオプション・バイトによって選択することができます。また、高速オンチップ・オシレータの周波数

は、HOCODIV レジスタをプログラムで変更することで、1/2/3/4/6/8/12/16/24/32/48/64 [MHz]に切り替えるこ

とができます。図 2-3に高速オンチップ・オシレータのブロック図を示します。 

64MHz

32MHz

FRQSEL[4:0]

高速オンチップ・オシレータ

FRQSEL[4:0]： オプション・バイトのビット

HOCODIV[2:0]： HOCODIVレジスタのビット

HIOSTOP：CSCレジスタのビット

fIH： 高速オンチップ・オシレータ

ｆIH

HOCODIV[2:0]

16MHz

8MHz

4MHz

2MHz

48MHz

24MHz

12MHz

6MHz

3MHz

1MHz

HIOSTOP STOPモード信号

 

図 2-3 高速オンチップ・オシレータのブロック図 

 

2.2.1 高速オンチップ・オシレータの発振開始処理 

 リセット解除後、高速オンチップ・オシレータは動作を開始しています。発振停止処理実行後に発振を再

開する場合、以下の手順でクロック関連レジスタを設定してください。 

 (1) CSCレジスタの HIOSTOPビットに“0”を書き込み、高速オンチップ・オシレータの動作を開始する。 

 (2) 発振安定時間(注 1)の経過を確認する。 

【注】1. 発振安定時間は、タイマやソフトウェア・ウェイトを使用し、お客様のソフトウェアで実現してく

ださい。高速オンチップ・オシレータの発振安定時間は、ユーザ・オプション・バイト 

(000C2H/020C2H) の FRQSEL4ビットの設定により異なります。 

FRQSEL4 = 0：(max) 65μs、FRQSEL4 =1：(max) 105μs 

 CPUクロックに fIHを選択する場合の手順は、2.1章、2.3章～2.5章を参照ください。 
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2.2.2 高速オンチップ・オシレータの発振停止処理 

 高速オンチップ・オシレータを停止するには、以下の手順でクロック関連レジスタを設定してください。 

 (1) CPUクロックに、fIHをカウント源としないクロックを設定する。 

 (2) CSCレジスタの HIOSTOPビットに“1”を書き込み、高速オンチップ・オシレータの動作を停止する。 
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2.2.3 CPUクロック切り替え手順(切り替え前：fIH) 

CPUクロック切り替え手順(切り替え前：高速オンチップ・オシレータ)を 

図 2-4に示します。 

③CKSELレジスタ

X1クロック動作
の設定手順

XT1クロック動作
の設定手順

低速オンチップ・オシレータ
動作時の設定手順

高速オンチップ・オシレータ
動作の設定手順

④OSTSレジスタ

⑥CSCレジスタ

⑦発振安定待ち処理

⑧MDIVレジスタ

②OSMCレジスタ

①CMCレジスタ ↓

・[EXCLK, OSCSEL]
  = 01b (X1発振モード)
  = 11b (外部クロック入力)
・AMPH = x

・[EXCLKS, OSCSELS]
  = 01b (XT1発振モード)
  = 11b (外部クロック入力)
・[AMPH1, AMPHS0]  = xxb

↓

・RTCLPC = x ↓

･SELLOSC = 0
・SELLOSC = 1
(低速オンチップ・オシレータ
動作開始)

↓

↓

↓

↓

↓
・プログラムで発振安定待ち
 時間を確保してください。

↓

・XTSTOP = 0
(XT1発振回路の動作開始)

↓

↓

↓

・OSTS[2:0] = xxxb

・MSTOP = 0
(X1発振回路の動作開始)

・OSTCレジスタを読み出し、
 発振安定時間の経過を
 確認する

↓

↓

↓

・MDIV[2:0] = xxxb(注1) ・MDIV[2:0] = xxxb

高速オンチップ・オシレータ動作

↓

⑨CKCレジスタ
   (クロック切り替え)

↓
・MCM0 = 1
  （fMAIN = fMX選択）

ｆCLK=ｆMX

（X1クロック）
選択完了

ｆCLK=ｆSUB

（XT1クロック）
選択完了

ｆCLK=ｆIH
（高速オンチップ・オシレータ）

選択完了

・CSS = 1
  （fMAIN = fSL選択）

ｆCLK=ｆIL
（低速オンチップ・オシレータ）

選択完了

・CSS = 1
  （fMAIN = fSL選択）

⑤HOCODIVレジスタ ↓↓↓・HOCODIV[2:0] = xxxb(注1)

⑩CKCレジスタ
   (切り替え確認)

↓ ・MCS = 1 を確認 ・CLS = 1 を確認・CLS = 1 を確認

↓：設定不要

注1. 

fIHを32MHz以下の状態から64MHzまたは48MHzに変更する場合、HOCODIVレジスタのHOCODIV[2:0]ビットを設定する前に、MDIV

レジスタのMDIV[2:0]ビットに“001b”(2分周)を設定してください。
 

図 2-4 CPUクロック切り替え手順(切り替え前：高速オンチップ・オシレータ) 
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2.2.4 高速オンチップ・オシレータの注意事項 

・MDIVレジスタを設定する際は、fMP分周後の周波数を 1MHz～32MHz(K、Yグレード製品は 1MHz～24MHz)

にしてください。 

・ユーザ・オプション・バイト(000C2H/020C2H)のFRQSEL[4:0]ビットで高速オンチップ・オシレータを48MHz、

24MHz、12MHz、6MHzまたは 3MHzに設定しているときに、CPU/周辺ハードウェア・クロックに PLLク

ロックを選択する場合は、CPU/周辺ハードウェア・クロック周波数(fCLK)を 32MHzに設定しないでください。 

・高速オンチップ・オシレータの周波数に 64MHzまたは 48MHzを設定した場合は、MDIVレジスタに“01h”

(fMP/2)を設定してください。 

・高速オンチップ・オシレータの発振を再開させる場合、発振安定待ち時間が必要になります。発振安定時

間は、ユーザ・オプション・バイト(000C2H/020C2H)の FRQSEL4ビットの設定により異なります

(FRQSEL4=0 時(max)65μs、FRQSEL4=1時(max)105μs)。発振安定時間は、タイマやソフトウェア・ウェイ

トを使用し、お客様のソフトウェアで実現してください。 
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2.3 低速オンチップ・オシレータ 

低速オンチップ・オシレータは 15kHzで動作し、CPUクロック源に選択することができます。リセット解

除後、低速オンチップ・オシレータは停止しています。STOPモード時、低速オンチップ・オシレータの発振

は停止しません。図 2-5に低速オンチップ・オシレータのブロック図を示します。 

15kHz

低速オンチップ・オシレータ

WUTMMCK0：OSMCレジスタのビット

SELLOSC：CKSELレジスタのビット

fIL： 低速オンチップ・オシレータ

ｆIL

WUTMMCK0

SELLOSC

 

図 2-5 低速オンチップ・オシレータのブロック図 

 

2.3.1 低速オンチップ・オシレータの発振開始処理 

 リセット解除後、低速オンチップ・オシレータは動作を停止しています。低速オンチップ・オシレータの

動作を開始する場合、以下の手順でクロック関連レジスタを設定してください。 

 (1) CKSELレジスタの SELLOSCビットに“1”を書き込み、低速オンチップ・オシレータの動作を開始す

る。(注 1) 

【注】1. 低速オンチップ・オシレータは、OSMCレジスタのWUTMMCK0 ビットに“1”を書いても発振を

開始します。 

 

CPUクロックに fILを選択する場合の手順は、2.1章および2.2章を参照してください。 

 

2.3.2 低速オンチップ・オシレータの発振停止処理 

 低速オンチップ・オシレータを停止するには、以下の手順でクロック関連レジスタを設定してください。 

 (1) CPUクロックに fILをカウント源としないクロックを設定する。 

 (2) CKSELレジスタの SELLOSCビットを“0”かつ OSMCレジスタの WUTTMMCK0ビットを“0”にし

て、低速オンチップ・オシレータの動作を停止する。 
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2.3.3 CPUクロック切り替え手順 (切り替え前：fIL) 

CPUクロック切り替え手順(切り替え前：低速オンチップ・オシレータ)を 

図 2-6に示します。 

③HOCODIVレジスタ

X1クロック動作
の設定手順

XT1クロック動作
の設定手順

低速オンチップ・オシレータ
動作の設定手順

高速オンチップ・オシレータ
動作の設定手順

④CSCレジスタ

⑨CKCレジスタ
(切り替え先クロック
選択)

⑩CKCレジスタ
(切り替え確認)

⑫CKCレジスタ
(切り替え確認)

②OSTSレジスタ

①CMCレジスタ ↓

・[EXCLK, OSCSEL]
  = 01b (X1発振モード)
  = 11b (外部クロック入力)
・AMPH = x

－ ↓

－ ↓

－ ↓

↓

・HOCODIV[2:0] = xxxb(注1)

↓

↓

↓－

ー

－

－

・OSTS[2:0] = xxxb

↓

・MSTOP = 0
(X1発振回路の動作開始)

・MCM0 = 1

・MCS = 1 を確認
  (fMP = fMAIN = fMX選択)

・HIOSTOP = 0
(高速オンチップ・オシレータ
動作開始)

・MCM0 = 0

・MCS = 0 を確認
  (fMP = fMAIN = fIH選択)

・CLS = 0 を確認 ・CLS = 0 を確認

ｆCLK=ｆMX

（X1クロック）
選択完了

ｆCLK=ｆIL
（低速オンチップ・オシレータ）

選択完了

ｆCLK=ｆIH
（高速オンチップ・オシレータ）

選択完了

低速オンチップ・オシレータ動作

↓

移行不可

⑤発振安定待ち処理

⑧MDIVレジスタ

↓

↓－

－
・OSTCレジスタを読み出し、
発振安定時間を確認する

・MDIV[2:0] = xxxb

・プログラムで発振安定待ち
  時間を確保してください

・MDIV[2:0] = xxxb

⑪CKCレジスタ
(クロック切り替え)

↓－
・CSS = 0
  (fCLK = fMAIN選択)

・CSS = 0
  (fCLK = fMAIN選択)

⑥ｆMP設定 ↓－
・SELPLL = 0
(クロック・スルー・モード
選択)

・SELPLL = 0
(クロック・スルー・モード
選択)

⑦ｆMP切り替え先確認 ↓－
・SELPLLS = 0 を確認
  (fMP = fMAIN選択)

・SELPLLS = 0 を確認
  (fMP = fMAIN選択)

↓：設定不要

－：移行処理なし
 

図 2-6 CPUクロック切り替え手順(切り替え前：低速オンチップ・オシレータ) 
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2.3.4 低速オンチップ・オシレータの注意事項 

・タイマ RJのカウント源に低速オンチップ・オシレータを選択する場合、OSMCレジスタの WUTMMCK0

ビットに“1”を書いてください。WUTMMCK0ビットに“1”を書くと低速オンチップ・オシレータが発

振を開始します。 

・周辺ハードウェア・クロックとして低速オンチップ・オシレータを使用している場合、A/Dコンバータ、

IICAの動作を保証できません。 

・CKSELレジスタの TRD_CKSELビットを“1”(タイマ RDクロックに fSLを選択)にする場合は、PER1レ

ジスタの TRD0EN ビットを“1”にする前に、CPUクロックを fSLにしてください。 
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2.4 XT1発振回路 

 XT1発振回路は、XT1、XT2端子に接続した発振回路、または EXCLKS端子に入力する外部クロック回路

から内部クロック(fXT、fEXS)を生成する回路を指します。XT1発振回路が生成するクロックを CPUクロック

源として使用することができます。STOPモードに移行しても XT1クロックの発振は停止しません。図 2-7

に XT1発振回路のブロック図を示します。 

XT1, XT2発振子

EXCLKS

ｆXT

ｆEXS

XTSTOP

AMPHS1 AMPHS0 EXCLKS

XT1

XT2/EXCLKS

XT1発振回路

XTSTOP： CSCレジスタのビット

CLS：CKCレジスタのビット

SELLOSC：CKSELレジスタのビット

AMPHS1, AMPHS0, EXCLKS, OSCSELS： CMCレジスタのビット

fXT：    XT1クロック発振周波数

fEXS：  外部サブシステム・クロック周波数

ｆSUB： サブシステム・クロック周波数

ｆSUB

SELLOSC OSCSELS

CLS

 

図 2-7 XT1発振回路ブロック図 

 

2.4.1 XT1発振回路の発振開始処理 

リセット解除後、XT1、XT2端子を割り当てている P123、P124端子は、入力ポートとなり XT1発振回路

は動作を停止しています。XT1発振回路の動作を開始するには、以下の手順でクロック関連レジスタを設定

してください。 

 (1) CMCレジスタの EXCLKS、OSCSELS、AMPHS1、AMPHS0ビットを設定する。(注 1) 

CMC.[EXCLKS:OSCSELS] = 01b (XT1発振モード) または 11b (外部クロック入力モード)。 

 (2) CKSELレジスタの SELLOSCビットを“0”にする。 

 (3) CSCレジスタの XTSTOPビットに“0”を書き込み、XT1発振回路の動作を有効にする。 

 (4) 発振安定時間(注 2)の経過を確認する。 

【注】1. CMCレジスタはリセット解除後、1回だけ書き込み可能です。 

【注】2. 発振安定時間は、使用される発振子により異なります。発振安定時間は発振子メーカ様に確認し、

お客様のシステムにて十分な評価を行ってください。外部クロック入力モード選択時、発振安定処理

は不要です。ただし、入力するクロックは電気的特性に記載している範囲でご使用ください。 

 

CPUクロックに fSUBを選択する場合の手順は、2.1章および2.2章を参照してください。 

 

2.4.2 XT1発振回路の発振停止処理 

 XT1発振回路の発振を停止するには、以下の手順でクロック関連レジスタを設定してください。 

 (1) CPUクロックに fSUBをカウント源としないクロックを設定する。 

 (2) CSCレジスタの XTSTOPビットに“1”を書き込み、XT1発振回路の動作を停止する。 
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2.4.3 CPUクロック切り替え手順 (切り替え前：fSUB) 

CPUクロック切り替え手順(切り替え前：XT1クロック)を図 2-8に示します。 

③HOCODIVレジスタ

X1クロック動作
の設定手順

XT1クロック動作
の設定手順

低速オンチップ・オシレータ
動作の設定手順

高速オンチップ・オシレータ
動作の設定手順

④CSCレジスタ

⑧MDIVレジスタ

⑨CKCレジスタ
(切り替え先クロック
選択)

⑩CKCレジスタ
(切り替え確認)

⑪CKCレジスタ
(クロック切り替え)

②OSTSレジスタ

①CMCレジスタ ↓

・[EXCLK, OSCSEL]
  = 01b (X1発振モード)
  = 11b (外部クロック入力)
・AMPH = x

↓ －

↓ －

↓ －

↓

・HOCODIV[2:0] = xxxb

－

－

－↓

↓

↓

↓

－

・OSTS[2:0] = xxxb

↓

・MSTOP = 0
  (X1発振回路の動作開始)

・MDIV[2:0] = xxxb

・MCM0 = 1
  (fMP = fMAIN = fMX選択)

・HIOSTOP = 0
(高速オンチップ・オシレータ
動作開始)

・MDIV[2:0] = xxxb

・MCM0 = 0
(fMP = fMAIN = fIH選択)

・MCS = 0 を確認 ・MCS = 1 を確認

XT1クロック動作

－

↓

⑤発振安定待ち処理 －↓
・OSTCレジスタを読み出し、
発振安定時間を確認する

・プログラムで発振安定待ち
  時間を確保してください

⑫CKCレジスタ
(切り替え確認)

－

・CSS = 0
  (fCLK = fMAIN(fIH)選択)

・CLS = 0 を確認

・CSS = 0
  (fCLK = fMAIN(fMX)選択)

・CLS = 0 を確認

ｆCLK=ｆMX

（X1クロック）
選択完了

ｆCLK=ｆSUB

（XT1クロック）
選択完了

ｆCLK=ｆIH
（高速オンチップ・オシレータ）

選択完了

↓

移行不可

⑥fMP設定
(クロック切り替え)

－↓
・SELPLL = 0
(クロック・スルー・モード
選択)

・SELPLL = 0
 (クロック・スルー・モード
選択)

⑦fMP切り替え確認 －↓
・SELPLLS = 0 を確認
（ｆMP = fMAIN選択）

・SELPLLS = 0 を確認
(fMP = fMAIN選択)

↓：設定不要

－：移行処理なし
 

図 2-8 CPUクロック切り替え手順(切り替え前：XT1クロック) 
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2.4.4 XT1クロック回路の注意事項 

・20、30、32ピン製品及び Yグレード製品は、サブシステム・クロック(fSUB)は使用できません。 

・XT1発振回路を使用しない場合は、CMCレジスタの EXCLKS、OSCSELS ビットを共に“0”(入力ポート・

モード)にしてください。 

・XT1発振回路に発振子を使用する場合、発振回路の定数や発振安定時間は使用される発振子により異なり

ます。これらの情報は使用される発振子メーカ様に確認し、お客様のシステムにて十分な評価を行ってく

ださい。 

・周辺ハードウェア・クロックとしてサブシステム・クロックを使用している場合、A/Dコンバータ、IICA

の動作を保証できません。 

・CKSELレジスタの TRD_CKSELビットを“1”(タイマ RDクロックに fSLを選択)にする場合は、PER1レ

ジスタの TRD0EN ビットを“1”にする前に、CPUクロックを fSLにしてください。 
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2.5 PLL回路 

 高速システム・クロック(fMX)、高速オンチップ・オシレータ(fIH)を逓倍した PLLクロックを CPUクロック

源として使用することができます。図 2-9に PLL回路のブロック図を示します。 

fMAIN

PLL出力
クロック PLL

分周器
逓倍器

ロックアップ待ち
カウンタ

PLLON

fMP

PLL回路

fMAIN： メイン・システム・クロック周波数

fMP：   メイン/PLL選択クロック周波数

LOCK

SELPLLS

SELPLLPLLMULPLLDIV0

PLLON、PLLMUL、SELPLL、PLLDIV0：PLLCTLレジスタのビット

SELPLLS、LOCK：PLLSTSレジスタのビット
 

図 2-9 PLL回路ブロック図 

 

2.5.1 PLL回路の発振開始処理 

 リセット解除後、PLL回路は動作を停止しています。PLL回路の動作を開始するには、以下の手順でクロッ

ク関連レジスタを設定してください。 

 (1) PLLCTLレジスタの PLLMUL、PLLDIV0、PLLDIV1、LCKSEL[1:0]ビットを設定する。 

 (2) PLL逓倍選択待ち時間 (PLLMULビット設定後 1μs以上) の経過を確認する。 

 (3) PLLCTLレジスタの PLLONビットに“1”を書き込み、PLL回路の動作を有効にする。 

 (4) PLLSTSレジスタの LOCKビットをモニタし、発振安定時間 (40μs以上) の経過を確認する。 

【注】1.  PLL回路で使用可能な入力クロックと出力クロックの組み合わせは、表 2-1を参照してください。 

表 2-1に記載のない組み合わせは使用しないでください。 

 

2.5.2 PLL回路の発振停止処理 

 PLL回路の発振を停止するには、以下の手順でクロック関連レジスタを設定してください。 

 (1) PLLCTLレジスタの SELPLLビットに“0”を書き込み、クロック・スルー・モードにする。 

 (2) PLLSTSレジスタの SELPLLSビットを判定し、クロック・スルー・モードの遷移を確認する。 

 (3) PLLCTLレジスタの PLLONビットに“0”を書き込み、PLL回路を停止する。 
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2.5.3 CPUクロック切り替え手順 (fPLL) 

CPUクロック切り替え手順(切り替え前：PLLクロック)を図 2-10に、また、CPUクロック切り替え手順(切

り替え後：PLLクロック)を図 2-11に示します。 

③PLLCTLレジスタ

X1クロック動作
の設定手順

XT1クロック動作
の設定手順

低速オンチップ・オシレータ
動作の設定手順

高速オンチップ・オシレータ
動作の設定手順

④MDIVレジスタ

⑤HOCODIVレジスタ

②PLLSTSレジスタ

①PLLCTLレジスタ
・SELPLL= 0
  (fMP = fMAIN = fIH選択)

・SELPLL = 0
  (fMP = fMAIN = fMX選択)

－ －

－ －

－ －

・PLLSTS= 0 を確認
  (ｆCLK = ｆMAIN(fIH))

・PLLON = 0

－

－

ー

－

・PLLSTS = 0 を確認
  (fCLK = fMAIN(fMX))

・PLLON = 0

・MDIV[2:0] = xxxb

↓

・MDIV[2:0] = xxxb

・HOCODIV[2:0] = xxxb

ｆCLK=ｆIH
（高速オンチップ・オシレータ）

選択完了

PLLクロック動作

移行不可 移行不可ｆCLK=ｆMX

（X1クロック）
選択完了

PLLクロック源が ｆIH の場合 PLLクロック源が ｆMX の場合

－：移行処理なし

↓：設定不要
 

図 2-10 CPUクロック切り替え手順(切り替え前：PLLクロック) 
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X1クロックをクロック源
としたPLL設定

高速オンチップ・オシレータを
クロック源としたPLL設定

②PLLCTLレジスタ
(PLL動作開始)

③PLLSTSレジスタ
(PLLロック確認)

④MDIVレジスタ

⑤PLLCTLレジスタ
(クロック切り替え)

①PLLCTLレジスタ
(PLL逓倍設定)

・PLLDIV1 = x
・PLLDIV0 = x
・LCKSEL[1:0] = xxb (ロック判定時間設定)
・PLLMUL = x

・PLLMUL設定待ち時間 (1μs)

・PLLON = 1

・LOCK = 1 を確認

・MDIV[2:0] = xxxb

・SELPLL = 1
(fCLK = fPLL(fIH))

高速オンチップ・オシレータ

⑥PLLSTSレジスタ
(切り替え確認)

・SELPLLS = 1 を確認

ｆCLK=ｆPLL　選択完了
（X1クロックを

クロック源としたPLL）

ｆCLK=ｆPLL　選択完了
（高速オンチップ・オシレータ
をクロック源としたPLL）

X1クロック

・SELPLL = 1
(fCLK = fPLL(fMX))

 

図 2-11 CPUクロック切り替え手順（切り替え後：PLLクロック） 



RL78/F13、F14クロック関連 RL78/F13、F14クロック関連 

R02AN0033JJ0100  Rev.1.00  Page 23 of 26 

2016.09.01  

2.5.4 PLLクロックの注意事項 

・MDIVレジスタを設定する際は、fMP分周後の周波数を 1MHz～32MHz(K、Yグレード製品は 1MHz～24MHz)

にしてください。また、PLLCTLレジスタの PLLDIV1ビットが“1”(fPLL>32MHz)の場合、MDIVレジスタ

に“01h”(fMP/2)を設定してください。 

・PLL回路で使用可能な入力クロックと出力クロックの組み合わせは、表 2-1を参照してください。表 2-1

に記載のない組み合わせは使用しないでください。 

表 2-1 PLL逓倍クロック一覧表 

入力クロック 
PLLCTLレジスタ 

出力クロック 
PLLMUL PLLDIV0 PLLDIV1(注 1) LCKSEL[1:0] 

4MHz±2% 
0 (12逓倍) 0 (2分周) 0 (fPLL≦32MHz) 01b (64μs) 

10b (128μs) 

24MHz 

1 (16逓倍) 0 (2分周) 0 (fPLL≦32MHz) 32MHz 

8MHz±2% 

0 (12逓倍) 1 (4分周) 0 (fPLL≦32MHz) 

10b (64μs) 

24MHz 

0 (12逓倍) 0 (2分周) 1 (fPLL>32MHz) 48MHz 

1 (16逓倍) 1 (4分周) 0 (fPLL≦32MHz) 32MHz 

1 (16逓倍) 1 (4分周) 1 (fPLL>32MHz) 64MHz 

【注】1. ユーザ・オプション・バイト(000C2H/020C2H)の FRQSEL4ビットが“1”の場合、PLLDIV1ビット

は“0”にしてください。 

 

・クロック・モニタ機能がメイン/PLL選択クロックの停止を検出した場合、PLLSTSレジスタの SELPLLS

ビットは“0”(クロック・スルー・モード)になります。しかし、PLLCTLレジスタの SELPLLビットは“1”

(PLLクロック選択モード)を保持します。 

・ユーザ・オプション・バイト(000C2H/020C2H)のFRQSEL[4:0]ビットで高速オンチップ・オシレータを48MHz、

24MHz、12MHz、6MHzまたは 3MHzに設定しているときに、CPU/周辺ハードウェア・クロックに PLLク

ロックを選択する場合は、CPU/周辺ハードウェア・クロック周波数(fCLK)を 32MHzに設定しないでください。 
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2.6 WDT専用低速オンチップ・オシレータ 

WDT専用低速オンチップ・オシレータは、ウォッチドッグ・タイマのクロックとして使用します。ユーザ・

オプション・バイト(000C0H/020C0H)のWDTONビットを“1”にすると、リセット解除後、WDT専用低速

オンチップ・オシレータは発振を開始し、ウォッチドッグ・タイマのカウント動作を開始します。 

ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)のWDTONビットが“1”かつWDSTBYONビットが“0”

の場合、HALT/STOP/SNOOZEモードに移行すると、WDT専用低速オンチップ・オシレータの発振は停止し

ます。HALT/STOP/SNOOZEモードを解除すると発振を再開します。 

図 2-12に WDT専用低速オンチップ・オシレータのブロック図を示します。 

WDT専用オンチップ

・オシレータ

WDT専用オンチップ・オシレータ

ｆWDT
ウォッチドッグ・タイマ

ユーザ・オプション・バイト (000C0H/020C0H)

WDTON

ユーザ・オプション・バイト(000C0H/020C0H)

WDSTBYON

HALT/STOPモード信号

 

図 2-12 WDT専用オンチップ・オシレータのブロック図 
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3. クロック設定における注意事項 

・CPU/周辺ハードウェア・クロックを使用している周辺機能は、CPU/周辺ハードウェア・クロックを変更す

る前に動作を停止してください。 

・CMCレジスタはリセット解除後、8ビット・メモリ操作命令で 1回のみ書き換え可能です。すでに CMC

レジスタを設定している場合は、クロック切り替え手順から省略可能です。 

・CMC、CSC、CKC、OSTS、MDIVの各レジスタは、IAWCTLレジスタの GCSCビットが“0”のときに書

いてください。 
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ホームページとサポート窓口<website and support,ws> 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 

お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用 

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電 

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で 

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子 

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ 

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電 

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま 

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■営業お問合せ窓口

■技術的なお問合せおよび資料のご請求は下記へどうぞ。
　総合お問合せ窓口：http://japan.renesas.com/contact/

ルネサスエレクトロニクス株式会社　〒135-0061　東京都江東区豊洲3-2-24（豊洲フォレシア）

© 2016 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved.

Colophon 4.0

http://www.renesas.com
※営業お問合せ窓口の住所は変更になることがあります。最新情報につきましては、弊社ホームページをご覧ください。

ご注意書き

1. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説明するものです。お客様の機器・システムの設計におい

て、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用する場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因して、お客様または第三

者に生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。

2. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するものではありません。万一、本資料に記載されている情報

の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合においても、当社は、一切その責任を負いません。

3. 本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の使用に起因して発生した第三者の特許権、著作権その他の知的財産権

に対する侵害に関し、当社は、何らの責任を負うものではありません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許

諾するものではありません。

4. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。かかる改造、改変、複製等により生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。

5. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図しております。

標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、

家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等

高品質水準：輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、

防災・防犯装置、各種安全装置等

当社製品は、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある機器・システム（生命維持装置、人体に埋め込み使用するもの等）、もしくは多大な物的損害を発生さ

せるおそれのある機器・システム（原子力制御システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、使用することはできません。 たとえ、意図しない用

途に当社製品を使用したことによりお客様または第三者に損害が生じても、当社は一切その責任を負いません。 なお、ご不明点がある場合は、当社営業にお問い

合わせください。

6. 当社製品をご使用の際は、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件その他の保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製

品をご使用された場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。

7. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合がありま

す。また、当社製品は耐放射線設計については行っておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害等を生じさせ

ないよう、お客様の責任において、冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとしての出荷保証

を行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行ってください。

8. 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用を規制する

RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に

関して、当社は、一切その責任を負いません。

9. 本資料に記載されている当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。ま

た、当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的その他軍事用途に使用しないでください。当社製品または技術を輸出する場合は、「外

国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところにより必要な手続を行ってください。

10. お客様の転売等により、本ご注意書き記載の諸条件に抵触して当社製品が使用され、その使用から損害が生じた場合、当社は何らの責任も負わず、お客様にてご負

担して頂きますのでご了承ください。

11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じます。

注1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネサスエレクトロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数

を直接または間接に保有する会社をいいます。

注2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造製品をいいます。

 


